石狩市公立小中学校事務職員第３回学校間連携会議

２００９年７月10日　１４：３０～

於：市役所２Ｆ２０２会議室

１．議長挨拶
２．経過報告

６月１１日（木）
連携会議第９号（スクールニューディールについて）

６月１６日（火）
第２回連携会議

６月１８日（木）
連携会議第10号（スクールニューディールについて　その２）

６月２２日（月）
連携会議第11号（資料のアップロードについて）

６月２６日（金）
市予算要望委員会（財政グループ小島部長出席）

６月３０日（火）
連携会議12号(「出産関係便利帳」のアップロードについて)

７月　２日（木）
江別市協議会定例会（徴収金にかかわる交流　事務局長出席）




連携会議13号（スクールニューディールについて　その３）

７月　３日（金）
連携会議14号（江事協定例会に参加の報告）

７月　７日（火）
財政グループ会議・調査研究グループ会議

３．「平成２２年度予算要望書」の作成について～別紙１
４．ブリーフケースの公開について～別紙２
５．「スクールニューディール」への対応について～別紙３
６．連絡事項

＜別紙１＞
予算要望書の作成について　　　　　09/7/7財政グループ会議
連携会議事務局

１．平成２２年度予算要望書作成にあたって

（１）次年度の要望書作成にあたり、事務局で過去平成１３年度要望からの要望内容を調べてみました。その結果、わかったことは、

①石狩市では、平成15年度要望までは、２０ページ前後の資料が作成されていた。

②しかし、平成16年度要望から突然１ページとなり、以降３～７ページの資料となっている。学校ランキング表に形式が変わったためか？

（２）また、管内各市町村の要望書についても聞いてみました。大雑把ですが、下記のようです。

①江別市
部会で要望事項や内容で共通事項などを意思統一し、学校毎で反映させるようとりくんでいる。

②北広島市
２年前から現在の調査様式（別紙資料）にもとづき調査活動を行い資料化している。資料は２０項目にもわたる。

③恵庭市

文章による要望がA4版２枚、資料がA4版１枚という状況である。

④千歳市

北広島ほどの資料ボリュームではないが、構成は北広島によく似ている。

⑤当別町

江別市と同じような対応のようである。


以上、管内の予算要望書のとりくみにも様々な状況があることがわかりました。連携会議としては、当初の方針である「保護者負担の実態を明らかにして、予算要望に結びつける」ことを基本に、資料の充実なども目指して要望書作成にとりくむこととします。

２．今年度の基本的方針

　（１）決算予算調査及び徴収金調査に基づき要求内容を決定し資料作成を行う。


①決算予算調査で、各学校の印刷関係費の割合を提示。


②徴収金調査で、当面市費での措置を求める項目と金額を学校ごとに提示。


③消耗品費以外の配分予算については、さらに実態把握をして必要なら提示。

　（２）具体的要望内容～「４．具体的作業」参照

３．スケジュール
　（１）財政部会
（原案審議）

７月７日



　（２）基本方針と具体的作業の確認
７月１０日（予定）連携会議

　（２）各学校の資料提出


夏休み空けを目途とする

　（３）提出資料の確認


９月１０日（予定）連携会議


※必要に応じて学校財政グループ会議

４．具体的作業

　（１）需用費消耗品関係

①決算予算調査集計については、事務局の主観で印刷関係消耗品の合計額を算出したが、再度各校においてその額を精査し資料を確定する。

　ⅰ）昨年度作成のプリンター消耗品調査を活用し、プリンター消耗品の合計額算出

　ⅱ）印刷機インク・マスターの費用算出

　ⅲ）用紙代の費用算出

　ⅳ）コピー使用料の算出

　以上の合計により、印刷関連費用の合計を算出。

· 他団体の使用分については、実費または現物返済があったものと見なす。

· 各学校の自前印刷・製本の状況調査を行う（追加）
②本来公費でまかなわれるべき費用のうち他団体（PTAなど）から支出されている経費について学校実態を調査し、資料化する。

　※　部活動・少年団に係わる経費は除く。
③徴収金調査のなかから、公費負担に切り替える趣旨で要望するものをピックアップして各校一覧表にする。（例：理科実験材料費300円×300人＝90,000円）

　※　本来全ての徴収金を要望すべきだが、要求に説得力を持たせるため、要求内容をよく吟味して、妥当な内容と金額をピックアップする。

　（２）印刷製本費関係

※　他団体支出があれば要望事項に盛り込む

　（３）備品修繕料関係


※　他団体や徴収金で措置されている実態を調査し、要望事項とする。

　（４）図書費関係

※　図書費については、各学校図書担当者に意見を聞いて、必要なら要望事項に盛り込む。

　（５）役務費関係

①切手代やクリーニング料で他団体や徴収金から支出されているもの、又は例年の配分では全く不足しているもの（カーテンやモップのクリーニングなど）の状況を調査し、必要なら要望事項に盛り込む。

　（６）新学習指導要領移行に伴う費用の増分を調査し、資料化する。

※別紙「校内調査表」を回覧して、集計。

　（７）備品購入費関係

※備品購入要望は、学校ランキング表に載ることになっていること、及び学校内でのとりまとめはこの時期時間的に困難と思われることから、今回については連携会議としては整理しないこととします。各学校においては、春の備品購入計画取りまとめで入札に漏れた物などが、各校ランキング表に間違いなく記載されているか確認をお願いします。
　

　（８）新学習指導要領移行にかかわる消耗品の増分調査

※この調査は、別紙の調査用紙を各学校で回覧するなどして集計してください。基本的に消耗品の調査ですが、備品関係も記入されてくると思いますので、その場合は学校ランキング表に記載するようにしてください。
グループ会議の論議から
１．平成１６年度要望で、事務部会担当資料が１ページになったことについては、次のような意見がありました。
　①市教委として、学校要望欄（学校ランキング表）に記載されているものを最優先するという姿勢が明確になってきた。

　②そのため、部会で膨大な資料を作成しても、成果が少ないという状況になり、文書中心の要望となった経過がある。

２．「印刷製本費関係」の資料づくりに関しては、他団体や徴収金で印刷製本を行っている実態は無いと考えられるので、必要ない。むしろ、多くの印刷物や製本を学校で教職員が作成しており、そのため消耗品費の印刷費が嵩んでいる実態を示した方がよい。という意見があり、「印刷製本費関係」の調査は削除し、各学校の自前印刷・製本の状況調査を付加することにしました。
３．「図書費関係」の調査については、石狩市は図書費が潤沢なので増額要望はないと思われる、との意見があり、「図書費関係」の調査は削除しました。
４．予算要望に望む私たちの姿勢として、学校要望欄（学校ランキング表）に記入することが何よりも大切であり、そのことを全員で確認すべきである、との意見が出されました。
　　このことに係わって、
①印刷機やカーテンの更新のように各校共通課題となっている事項については、連携会議等で実態把握を行い、その結果にもとづいて市教委が年次更新計画を作成する、などの取り組みが必要であるとの意見が出されました。

５．「学校徴収金のうち、公費負担に切り替える要望」調査に関して、記入例が「家庭科実習費」となっているが、生徒が食するものは個人負担であるから記入例を変更すべきではないか、との意見が出され、記入例を「理科実験材料」に変更しました。なお、「何を公費にして何を個人負担にするか」については、「基本的には全て公費負担すべき」との意見も出され、今後「白書・提言」のとりくみのなかで議論していくこととしました。

６．予算要望とは直ちに結びつきませんが、徴収金に係わって、依然として「用紙代」を徴収しているのは極めて不適切であり、早急に公費化すべきとの意見が出されました。これについても「白書・提言」の取り組みのなかで議論していくこととしました。
予算要望書作成資料

学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
1． ①市経理消耗品費に対する印刷関連費の割合※他団体の使用分については、実費または現物返済があったものと見なす。
	プリンタインク・トナー使用量
	円

	印刷機インクマスター　〃
	円

	コピー機使用料　〃
	円

	用紙代
	円

	消耗品費に対する割合
	％


　　

②各学校自前で印刷・製本の両方を行っている冊子の状況調査（該当事項は部数を記入してください。）

　その他があれば、空欄に記入してください。

	内容
	ページ数
	部数
	内容
	ページ数
	部数

	学校経営要項
	
	
	学事報告
	
	

	教育課程
	
	
	
	
	

	学年・学級経営案
	
	
	
	
	

	研究集録
	
	
	
	
	

	入学のしおり
	
	
	
	
	


　　③製本のみ業者発注している冊子の状況調査（該当事項は部数を記入してください。）

その他があれば、空欄に記入してください

	内容
	ページ数
	部数
	内容
	ページ数
	部数

	学校経営要項
	
	
	学事報告
	
	

	教育課程
	
	
	
	
	

	学年・学級経営案
	
	
	
	
	

	研究集録
	
	
	
	
	

	入学のしおり
	
	
	
	
	


　　④学校プリンターで印刷作業を行うことになっている表簿関係の状況調査

その他があれば、空欄に記入してください
	内容
	年間のべ枚数
	内容
	年間のべ枚数

	出席簿
	
	
	

	通知表
	
	
	

	成績一覧表
	
	
	

	得点通知表（連絡表）
	
	
	

	指導要録
	
	
	


　　⑤　「②～④」にかかわり、特記事項あれば記入してください。

	


2． 消耗品他団体支出調査

本来公費でまかなわれるべき費用のうち他団体（PTAなど）から支出されている経費について学校実態を調査し、資料化する。（部活動・少年団に関するものは除く）
	支出内容
	金額
	説　　　　　明

	（例）運動会用品
	5,000円
	PTA会計

	
	
	


3． 学校徴収金のうち、公費負担に切り替える予算要望書に盛り込む内容と額を記載してください。
	要望内容
	金額
	説　　　　　明

	（例）理科実験材料費
	90,000円
	200円×450人＝90,000円

	
	
	


4． 備品修繕料関係　※備品修繕料で、他団体や徴収金で例年措置されている実態を記載してください。記載内容はそのまま要望事項として資料化します。

	支出内容
	金額
	説　　　　　明

	（例）ブラスバンド楽器修理
	100,000円
	PTA部活動会計より

	
	
	


5． 役務費関係　※切手代やクリーニング料で他団体や徴収金から支出されているもの、又は例年の配分では全く不足しているもの（カーテンクリーニングなど）を記載してください。記載内容はそのまま資料化します。

	要望内容
	金額
	説　　　　　明

	
	
	


新学習指導要領移行に伴う、消耗品費増分の調査

石狩市公立小中学校事務学校間連携会議
　この調査は、新学習指導要領への移行に伴う新たな費用負担（消耗品）について調べます。調査結果は学校事務連携会議で集計し、予算要望書に反映します。備品等の要望については学校ランキング表に記載願います。
1． 学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2． 国語

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


3． 社会

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


4． 算数・数学

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


5． 理科

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


6． 生活

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


7． 音楽

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


8． 図画工作、美術

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


9． 家庭、技術・家庭

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


10． 体育・保健体育

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


11． 外国語活動、外国語

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


12． 道徳

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


13． 総合的な学習の時間

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


１３．特別委活動

	品名など
	学年
	金額
	金額の説明

	
	
	
	


１４．その他特記事項

	


＜別紙２＞
ブリーフケースの公開について

09/07/10連携会議事務局
連携会議のブリーフケースはこれまで原則非公開で運用されてきました。しかし、ブリーフケース内には市内のみならず管内・全道的な交流をすすめる上で有効な資料が蓄積されて来ています。

広く事務職員の皆さんに石狩市のとりくみを見ていただき、様々なご意見をいただくためにも、ブリーフケースの公開は必要と考えます。

1． ブリーフケースの公開には、いくつかの方法があります。

1 ブリーフケースのＩＤとパスワードを公開する　～　この方法は、勝手にファイルを削除されたりする可能性があります。

2 ＩＤのみ公開する　～　インターネットエクスプローラーなどのアドレスを入力する欄に、http://briefcase.yahoo.co.jp/ishikarirenkei と入力するとどのパソコンからでも閲覧することが出来ます。また、その場合でも、管理者側で非公開設定したフォルダは閲覧できません。（現在は全てのフォルダが非公開になっています。）

3 実際に公開することとなれば、「②」の方法で、必要なフォルダのみ公開することが出来ます。

2． ブリーフケースを公開するばあい、注意しなければならないことがあります。

1 公開文書に個人情報保護法その他個人情報の保護に抵触するおそれのある内容が含まれていないこと。

2 各学校から収集する資料が、文書管理責任（実際は校長の権限と思われる）を侵害していないこと。（「勝手に公開した」と言われないように注意すること。と言う意味です。）

3 公開内容に対する誹謗中傷圧力も絶対無いとは言い切れないこと。

3． 上記を踏まえ、以下のように提案したいと思います。

1 「学校間連携会議」フォルダを原則公開とします。

2 「決算予算調査」・「徴収金調査」フォルダは当面非公開とし、総括表については別のフォルダに移動するか新しいフォルダを作成し、公開します。

3 ミニアンケートやワックスがけ調査については、集計表を公開します。

4 今後は、調査等を行う場合はあらかじめ公開予定の有無を明らかにすることとします。

＜別紙３＞
「スクールニューディール」への対応（意見集約）について
09/07/10連携会議事務局
　７月７日付　石教管第４９号「石狩市の『スクール・ニューディール』構想の推進について（通知）」が発出されました。市教委としては、「連携会議№13」でお知らせしたとおり、今後現場状況の把握に入るものと思われます。

　そこで、連携会議としては、整備計画に関して各校事務職員の要望事項をとりまとめ、市教委に提出したいと思います。
一例として、現在市教委から事務用に提供されているPCは、市内15校にＨ23.3.31までのリースで導入されていますが、新しい校内LANに対応するかどうかも不明です。Ｔ中では、諸費引き落としデータの貯金事務センターへの送信をモデムを使って行っており、新しいシステムを利用することになれば、モデムをオプションしてもらわなくてはなりません。
このように、新しいシステムが導入されることによる、業務手順の変更等も考えられるため、予想される事態をとりまとめて、市教委に対応を申し込んでおくべきだと考えます。

以下、本日段階で大まかな交流を行った上で、各校事務職員の要望を集約したいと思います。なお、集約された要望事項は、事務局で整理の上市教委に提出したいと思います。

1． 意見集約の観点

1 この要望は、あくまで事務職員の業務上予想される課題について要望するものです。

2 学校体制にかかわる課題については、各学校で対応されるようお願いしますが、重要課題については今後交流の機会を持ちたいと思います。

3 導入される機器の規格等については、「市教委として各学校の要望を伺う状況にない」とのことでしたので、そのような要望は取り上げませんが、予想される課題についてお寄せいただくことは結構なことと考えます。
2． 各校事務職員の要望
各人の要望事項等については、様式任意にて、連携事務局までFAXまたはメールにてお寄せください。予算要望関係の作業と重なるためお忙しいとは存じますがよろしくお願いいたします。






